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はじめに
水稲稲作と呼ぶが如く, 米作りには大量の水が必要で







ても民俗学の泰斗, 柳田国男である. 柳田国男は, ｢竜
王と水の神｣ (『定本 柳田国男集』 巻二七所収・昭和 16
年の論文) の中で, 子供の頃の雨乞いの思い出から書き
始め, センダタキ (千駄炊き) や雨乞いの言葉にふれ,
雨乞いに関係の深い ｢龍王｣ について, 学識深い考察を
展開している. 続いて, ｢水の神｣ については, その語
源にまでさかのぼって考察し, ｢日本ほど水の神の威徳
を深く感じなければならぬ国はないのに, 我々の学問で







｢祭と雨乞い｣ (『まつりと芸能の研究』 所収 昭和 57 年
まつり同好会 20 周年記念刊行会発行) のなかで ｢それ












重夫著 雨の神 民俗民芸双書 岩崎美術社 編』
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叉ケ池 第三章 赤松池 第四章 南祖坊と八郎太郎
(一) 第五章 南祖坊と八郎太郎 (二)｣ の章だてで,
一般庶民にも分かりやすい言葉で内容を書き, 雨乞いに
ついてのそれまでの研究成果を取り入れながら, 自らの
研究の成果を明らかにしている. とくに ｢第一章 水神
と雨の神｣ では, 水の神・水神・龍王・龍と蛇など雨乞
いに関する広い研究の成果を提示している. さらに大著















の ｢雨乞い｣ の項目の ｢参考文献｣ には, ｢『定本 柳田




















平成 20 年 3 月 31 日に発行された 『愛知県史 別巻 尾
張 民俗 2』 ｢第 7 章 年中行事 第 6 節 農事と行事




























『南知多町誌 本文編』 には, ｢第一章 民俗 第三節
年中行事｣ の項目があるが, 雨乞いは取り上げられてい
ない. しかし, ｢第四章 近世 第二節 村入用｣ に
｢表 4―31 利屋村の村入用｣ (安政 4 年) の表の中に
｢銀 300 匁 雨乞・諸々普請・人足代入用｣ を見出すこ
とができる. 同じく, 『南知多町誌 史料編四』 の ｢第
四章 村関係 第二節 村財政 1 須佐村下用書上帳
(安政 7 年)｣ の中に ｢一金四両弐分 雨乞御祈祷料并ニ
燈明銭諸入用｣ を見出すことができる. 利屋村の銀 300













が降るまで続けた｣ という(4). ここでは, 雨乞いに若衆










美浜町には ｢雨乞いの話｣ として, ｢龍神の怒り 河
和｣ ｢水と弘法 矢梨｣ ｢西行法師雨ごいの歌 野間｣















古老の話では ｢天ノ御柱と国ノ御柱｣ の二面は ｢あか
ずの箱｣ に入れてあり, 知里付神社の禰宜が船で海上に















請, 御冥加金, 三千疋, 此金七両弐分, 外ニ迎送人
足雑費相懸リ申候, 七月三日八ツ時, 御着神相成,
四日四ツ時より御利生沢山御座候, 大歓ひ仕候
『武豊町誌 資料編三』 (武豊町発行) ｢第一編
近世 第六 村方記録 村方記録帳 市原村｣



















た. ある春の一日, この竜神が海からあがり, 高砂山に
登って来て, 持っていた翁の面をかたわらの松の枝にか











きて箱に入れ, 藁を持ち寄って石根山で ｢天焼き｣ をし
た. この煙が一度に雲になって雨が降るといわれた. 雨
が降ると, 若い衆が神社で角力をしたり手筒を上げたり
















楽をあげ, 雨祝いをした.｣ とある(13). この地区も雨乞
いの願いがかなうと, 勇を行い, 神楽をあげて祝ったの


























南北, 尤中組之儀は留与相心得 (以下略) (｢, や・｣
は筆者が加筆した)
『半田市誌 資料編 1』 (愛知県半田市発行)
｢近世編 乙川村方文書 272 ページ～276 ページ｣
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写真 1 成岩神社 (半田市) の大獅子小獅子の舞
(大獅子舞小獅子の舞は雨乞いに関係が深かったという. 写真
は小獅子の舞である.) (平成 22 年 筆者撮影)
この獅子舞の順番に関する史料は文化元年 (1804) の
もので, 他に 3 点が載せられており, 全部合計すると
10ページにわたる長文のものである. 獅子舞順をめぐっ





列を組んで出迎えること, 又雨乞いの間には, 夜諫 (こ
れは夜に行われる勇のことであろう) があったことを指
摘したい. 雨乞いの行事には獅子舞や神子舞が舞われ,





10 年に 1 度ぐらい深刻な水不足があり, そのたびごと
に雨ごいが行われていた. 三重県の多度神社から黒幣を









郡坂内村) まで行った. ここでお札を受けてきて, ムラ
の田んぼを回り, 氏神に社塔を作って祀った. 長昌寺に
は, 明治四五年 (1912) から昭和二七年 (1952) までの
四〇年間の祈願記録 (計二〇五回) が, 残されており,
東浦町内の森岡・緒川・生路から, 大正二年 (1913) よ
り昭和十九年 (1944) までに二一回の参詣祈願のあった
ことが記されている.｣(15) とある. これは, 明治以降の










(お囃子) を行ったりした.｣(17) とある. 駆馬や獅子舞は,
現在も藤江神社の祭りで行われている. とくに獅子舞は
｢だんつく (獅子舞)｣ と呼ばれ, 町指定の無形文化財と
なっている. なお, 生路村の雨乞いについては後述する.
 知多市























｢篝り｣ は, 天焼きの ｢篝り｣ である可能性があるので
ある. ｢向ふの里も｣ とあるので, ｢こちらの里｣ も篝り
を炊いているのであろう. ｢篝り｣ を一般的な夜の篝り
とするか, 天焼きの篝りとするかの判断は早急にはでき









雨乞いのため, 伊勢の多度神社に参詣して, ご祈祷, お
札を受けた. これを氏神に納めて, 村人一同が祈願した.




集め, 地区の高い山に, やぐらを組んで火をつけた. 天
を焦がせとばかりに燃やした. 加木屋の御雉子山, 平嶋
のオコジン, 下大脇の山, 太田は大池近くの山, 寺中の
茶臼山, 養父の円場戸の山, 儀老の堤, 名和の焼山・蛇
骨山などが, その場所であった.｣ とある(21). その後に,
市内の各地区の天焼きの様子や雨乞いの方法等を述べて




尊に供え, 一週間, 地区民一同でお祈りした.｣(22) とい
う個所がある. 地区民一同とあるので明治以降のことと




上がってくると, むらの人たちは, 多度神社 (三重県)
へ雨乞い祈願をして, 御幣を受けてくる. それを氏神に
奉納し, 一週間お参りを続ける. 祈願しても雨が降らな
い場合には ｢天焼き｣ をした. 横根の狐山, 近崎の高根
山や半月の天焼山などのむらの高台に, 各家から集めて
きたわらや薪を積み上げて点火した.｣ とある(24). また,
続いて ｢雨降り正月 雨乞い祈願に対して, 適時に雨が











拾ケ村申合, 戸田明神雨乞願, 法恩金七両弐分, 黒
きへいそく下る村々祭礼, 長草村ニ納(26)
この記録は, 木ノ山村 (大府市) 庄屋, 山口久三郎が
文化年間から天保年間までの主として村に関する事柄を
記録したものである(27). この雨乞い祈願で注目されるの








② ほとんどの雨乞い祈願に ｢天焼き｣ が行われたこ
とを記述しているが, 明治以降の事例とすれば全く
その通りである. しかし, 近世については今のとこ
ろ ｢天焼き｣ の史料が発見できないので, 行われて
いたかどうかは今後の課題として残る.

















残っている, 松原村 (知多市) ・寺本四か村 (知多市) ・
生路村 (東浦町) の雨乞いの様子について明らかにして
いく.
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この年の旱魃により, 松原村の田 27 町歩余の内, 13
町歩程が水が少なく, 7 町歩程が白われ, 5 町歩程が黒
われ, 1 町 1 反余が植え付けができない, 畑作物もすべ
て甚大な被害を受けた, という有様であった. 旱魃にた
いする溜池の水もすべて使い切っている. 松原村の年貢
免定によれば, 享保 9 年前後の 5 か年の年貢率は,




































































一百四拾九文 松原村より遣ス (享保 11 年)
(｢享保九年 御触留｣ 小島家文書)
享保 10 年の ｢雨乞札金二分｣ は, 苅安賀村の誓願寺
































(『新編 一宮市史 資料編七』 享保七年No二
二三の触れ)


































ろう. ｢たし (標具) ハ白紙へい之外不相成｣ とあるが,
幕末になるにつれ豪華になっていったことは先に述べた.
























(｢諸用留板｣ 小島家文書) (天保 11 年の願書)
これにより, 五か村が雨乞い祈願を行い, その効果が
あったので御礼に馬の塔を各村壱疋ずつ出すことを願い
出たことが分かる. また, 雨乞いは, 神社だけでなく,
｢鍛冶屋村大法寺境内観音へ雨乞祈願仕候処｣ とあり,
寺院でも行われることが分かる.









有之候, はんハ皆無, 西田之内弐分くらひ, 大口ハ
皆無, りうも皆無…… (以下略)




この年は, 7 月・8 月の雨が少なく旱魃となったので
ある. その害は, 字ごとにまとめてあり, 一番良好な
｢新そ｣ (字名) でさえ五・六分くらい, ｢壱丁そ祢・は
ん・大口・りう｣ (字名) は皆無だという. 松原村の年
貢免定によれば, この年前後 5 か年の年貢率が






三夜祈願申候, 少しふり, 夫より拾ヶ村組合, 御役
所江雨請御願申候得共, 御祈願之儀無御座候
(｢村方諸事覚書留｣ 小島家文書) (明和 7 年の
覚書)
旱魃に対して村方では, 雨乞いを五度もかけている.








































を飲みながら楽しむのである. ｢資料 1｣ には, 明和 5
























































































雨乞いの行事には, ｢いさみ (勇)｣ と ｢馬頭 (馬の塔・
マントウ)｣ が行われている. 明和 2 年 (1765) に ｢村
寄雨請御礼馬頭入用｣ ｢雨請秋葉様江いさみ諸入用｣


















となる. 旱魃がひどかった明和 7年には, 金一分と銭八
貫余, 嘉永 6年には, 金一両と銭十一貫余を計上してい


























(『知多市誌 資料編四』 ｢第 1 章 支配関係
第 1節 支配｣ の ｢松原村諸用留覚二｣)

















記 (以下 ｢年代記｣ とする)｣ (知多市歴史民俗博物館蔵)
と ｢六兵衛覚書二 (以下 ｢六兵衛覚書｣ とする)｣ (『知
多市誌 資料編四』) の中にある雨乞い関係の記録によ
り, 寺本四か村等の雨乞いを追究していくことにする.
上記の資料により ｢資料 2 寺本四か村 (堀之内村・廻
間村・平井村・中嶋村) 等の雨乞いデータ｣ として雨乞
い行事をまとめた. 雨乞いの記録は, ｢年代記｣ には文
化 14 年に始まり文政 9年で終わっている. この間の 10
年間に 5回の雨乞いの記録がある. ｢六兵衛覚書｣ では,
雨乞いは天保 10 年に始まり嘉永 6 年に終っている. こ
の間の 15 年間に 4 回の雨乞いの記録がある. 合わせて






















神社であった. 馬の塔は, 雨乞い祈願中に出すのと, 雨
乞いがかないお礼として出すのとがあった. 馬の塔は,
9 回の雨乞いの年, すべてに出している. 馬の数は十か
村が出した場合は記録してあり, 文化 14 年は 18 頭, 文
政 6 年は 22 頭, 嘉永元年は 38 頭, 嘉永 5 年は 36 頭で
ある. 全部が集まる場所は, 寺本四か村の惣社, 八幡神
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写真 3 八幡神社 (知多市) (寺本四か村の惣社)
(この境内に十か村の馬の塔が集ったのである) (平成 21 年筆
者撮影)
社であった. 八幡神社は, 割合広い境内があるが, それ







































『知多市誌 史料編四』 ｢第一編近世 第八章





































ない場合, 大祥院の住職や村役人などが, 浜 (海岸) へ
出て, 船に乗り, 若い衆の曳き船で沖へ出て祈願するこ
とである. 海岸沿いにあり船を所有している村ならでは
の行事である. また ｢資料 1｣ の中に竜王様・竜宮様へ
祈願をしたとあるので, 雨乞いには海に関係の深い竜神
(王) 信仰があったことが知られる.





天保 10 年は, これでも雨乞い祈願は少ない方で, 文政
4 年・嘉永元年・嘉永 5年・嘉永 6年などはもっと多く
の祈願をしている. いったいこれらの年にはどれほどの












横須賀組に属している加木屋村 (東海市) には, 雨乞
いの記録がある ｢万日記｣ が残されている. ｢万日記｣
は, 加木屋村・久野半平が書き残した日記で, ｢『東海市
史』 資料編 第七巻｣ には, 明和 3年から弘化 2年まで













































『東海市史 資料編 第二巻』 ｢調宝記 七八
594 ページ｣





一高千四拾五石弐斗三升弐合 御本田 新田 加木屋
村
(略)
右ハ, 当年之儀, 夏已来長々干魃仕, 五月下旬より
照続キニ而, 田畑共, 立毛追々枯痛候付, 村方氏神
を初, 熱田皇大神宮・多度権現, 其外諸神仏江, 度々
雨乞祈願奉懸候処, 少々ツヽ御利生ハ御座候得共,
水渡り可仕程之潤雨無御座 (以下略)
『東海市史 資料編 第二巻』 ｢調宝記 一一八
617～618 ページ｣
これは, 嘉永 6年に, 同じく加木屋村庄屋 久野清兵
衛・早川平右衛門等がひどい旱魃のため, 定免をやめ,








右は, 来九日, 当村祭礼ニ付, 前顕馬・獅子ニ而,
例年之通執行仕度, 奉願上候, 尤御時節柄之義ニ付,
諸事質素ニ取計可申候, 右願之通, 御聞済被下置
















4 生路村 (東浦町) の雨乞い
生路村の伊久智神社には, 雨乞いに関する史料が残さ
れている. 『新編 東浦町誌資料編 6 教育・民俗・文
化』 には ｢2―15 文政 村方雨請覚帳 (以下 ｢覚帳｣ と
する)｣ として全文が収録されている(37). それを用いて
｢資料 3 生路村の雨乞いデータ (以下 ｢資料 3｣) とす
る｣ としてまとめた. この ｢資料 3｣ を用いて生路村の
雨乞いを追究していくことにする. ｢覚帳｣ は文政 9 年
に始まり, 文久 4 年に終わっている. その 39 年間に雨













の雨乞いの開始の日付をみると, ほとんどが 6月 7月に













なる. 氏神 43 回・猿投神社 20 回・多度神社 9回・龍神
9回・熱田神宮 6回である. 圧倒的に多いのが生路村の
氏神である伊久智神社である. 次は, 三河の猿投神社で

























○ 同十八日ヨリ雨乞七日間出勤 右ハ氏神両社 十
二月八日 金百疋三百文 右之三百文ハ真會祭礼
相勤




(『新編 東浦町誌 資料編 6 教育・民俗・文
化』 ｢2－16 丙 弘化三歳 金銀出入帳｣)




神主は 6 月 28 日より 3 日間毎朝出勤して祈祷をしたの
である. さらに雨が少なかったのか, 7 月 3 日より 5 日
間の追願祈祷を行い毎日出勤した. その中日に ｢獅子ニ




















(『新編 東浦町誌 資料編 6 教育・民俗・文




天保 10年・嘉永 5年・嘉永 6年・安政 2年・安政 3年・
文久 2 年・文久 4 年である. 天保 10 年・嘉永 5 年・嘉
永 6年は, 寺本村も多くの雨乞い祈願を行っている. 松
原村は, 天保 10年の資料を欠くので不明だが嘉永 5年・
嘉永 6年は多くの雨乞い祈願を行っている. 松原村の年
貢免定の年貢率をみると, この頃の平年は 0.28 だが,
天保 10 年は 0.2207, 嘉永 5 年は 0.28, 嘉永 6 年は






嘉永 5年からである. ｢しし｣ は ｢獅子舞｣, ｢午 (馬)｣
は ｢馬の塔｣ である. 雨乞いに馬の塔や獅子舞を行うこ
とはさきに寺本四か村でもみた. 生路村も雨乞いに獅子
舞や馬の塔を出したのである. 最も多く出したのは, 安
政 2 年で ｢しし・午六ツ｣ とある. 生路村だけで, 6 頭
の馬の塔を出したのである. 生路村には, ｢生路村祭礼
絵図｣ (伊久智神社蔵) が残されている(38). この絵図は
明治時代の写しで, 原本は宝暦5年 (1755) の製作であっ











相迎, 明後十二日夜, 笛太鼓ニて獅子舞仕, 并笹馬











い屋形が残されている地区は, ｢森岡 (二基)・緒川 (三




である(41). おそらく, これらの村々では, 雨乞いに獅子
舞を舞い, 馬の塔を曳いたものと考えられる. 藤江村の
藤江神社では, 現在も ｢だんつく｣ 獅子舞を演じ, 町指






写真 5 藤江神社 (東浦町) のだんつく獅子舞
















心は若い衆であった. しかし, 明治以降, 馬の塔や獅
子舞が急速に姿を消し, 雨乞い行事にこれを伴う村











り, 村入用 (村費) として徴収された. これは, 寺社
に納める祈祷料のほかに, 馬の塔や獅子舞や勇等にか
かる費用が計上されたことを示している.


























たのであろうか. それは, ｢雨乞いをすれば, 雨が降
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(平成 22 年筆者撮影)
写真 6 藤江神社 (東浦町) に鎮座した豪華な屋形






























には元禄 8年から明治 3年まで 175 年の内 143 年分の
年貢免定が残されている. そのうち, 何らかの理由で,
二割以下に大きく年貢率が下げられた年は, 享保9年・
明和 7年・明和 8年・天明 6年・嘉永 6年・慶応 2年
の 6回にすぎない. その内, さきに見たように, 享保
9 年・明和 7年・明和 8年・嘉永 6年は確実に旱魃に


















嘉永 6 年の大旱魃に際し, ｢これは百年もなかった







ではない. おそらく, 何年かに一度は, 雨が少なく旱
害がでたのであろう. 年貢率が大きくは下がっていな
いが, 二割に近い年 (二割二分以下) は, 11 年もあ
る. これが全部旱害によるものとすれば, さきの 6年








は大きく, 獅子舞を舞い, 馬の塔を曳き, 神楽をあげ,
勇で囃したのである. まさに, 雨乞い祭りを行ったの
である. 若い衆は, この時とばかりに酒を飲み, 喜び
いさんで祭りの中心となって活躍したのである.







 高谷重夫の雨乞い関係の主著としては, 『雨の神 信仰
と伝説 (高谷重夫著 民俗民芸双書 岩崎美術社









 『美浜町誌 本文編』 (美浜町役場発行) ｢第四編 文化




 『美浜町誌 資料編二』 (美浜町役場発行) ｢第三編 民俗
第五章 民話・伝説 467 ページ, 477 ページ, 491 ページ｣
より
 『武豊町誌 本文編』 (武豊町発刊) ｢第二編 歴史と民俗
第四章 民俗 第四節 生産と交易 319 ページ｣ より な
お, 同本文編には, [雨乞い] 305 ページ ｢雨乞いの習俗
と行事｣ 405 ページの項目があり, 武豊町や知多半島で行
われた雨乞いについて記述している.
	 『武豊町誌 資料編ニ』 (武豊町発刊) ｢第三編 民俗 第
二章 伝説・古地名 第 3節 東大高 477 ページ｣ より

 『常滑市誌』 (常滑市役所発行) ｢第五編 文化 第三章
民俗 第四節 俗信・伝説 975 ページ｣ より
 常滑市も, 近世の雨乞いについては何も述べていない. 常
滑市の近世史料の調査により見つかる可能性を残している.
 『半田市誌 本文編』 (愛知県半田市発行) ｢第四編 文化
第一章 民俗 第五節 年中行事 986 ページ｣ より
 『新修半田市誌 下巻』 (愛知県半田市発行) ｢第八編 民
俗 第六章 年中行事 266 ページ｣ より
 『阿久比町誌 資料編八』 (阿久比町発行) ｢第一章 農業
第二節 稲作 31 ページ｣ より 阿久比町誌も近世の雨乞
いについては, 載せていない. 今後の雨乞いに関する近世
史料の発見が望まれる.
 『新編東浦町誌 本文編』 (知多郡東浦町発行) ｢第九編
民俗 第五章 信仰 第六節 雨乞い942ページ～944ペー
ジ｣ より
 『雨の神 信仰と伝説 』 (高谷重夫著 民俗民芸双
書岩崎美術社編) ｢第二章 夜叉ケ池 一夜叉ケ池 59ペー
ジ｣
 と同じ
 『知多市誌 本文編』 (知多市役所発行) ｢第四編 文化
第四章 民俗 第三節 年中行事 888 ページ｣ より
 同上
 『古文書と絵図の語る 村と人々』 (伊藤昭正著 知多市歴
史民俗博物館) ｢十七 雨乞い祈願に代官所も祈祷料78ペー
ジ｣ より
 『東海市史 通史編 』 (愛知県東海市発行) ｢第七編 民
俗 第 5 章 年中行事 第 2 節 春・夏の行事 1153 ペー
ジ～1154 ページ｣ より
 同上
 『雨の神 信仰と伝説 』 (高谷重夫著 民俗民芸双
書 岩崎美術社 編) ｢第四章 南祖坊と八郎太門 (一)
(三) 南祖坊 183 ページ｣ には, 桜池や池宮神社について
詳説されている.
 『大府市誌』 (愛知県大府市発行) ｢第七編 民俗 第 5章
伝承的行事 第二節 むら祭り 二 農事行事 881 ページ｣
より
 同上
 『大府市誌 資料編 近世』 (愛知県大府市発行) ｢第七章
記録・その他 一 記録 四六五庄屋勤役中の記録抜書
(十) 大日照りで雨乞い祈願 429 ページ｣ より
 同上 430 ぺーじ
 この史料は表紙を欠くが, その内容から ｢享保 9年 御触
留｣ と推定できるので, これを用いた.
 『知多市誌 資料編四』 ｢第 1章 支配関係 第 1節 支配｣
｢松原村諸用留｣ の ｢一横須賀御支配下八組ニ別レ居候事｣
に各組ごとの村名がまとめられている.














! 『知多市誌 資料編三』 ｢第二節 日長神社の祭礼｣ には,
｢馬の塔｣ や ｢標具・馬具｣ について写真付で詳しく記述
されている.
" 『名古屋叢書続編 第三巻 寛文村々覚書 (下) 地方古義』
の ｢解説 所 三男 一, 知多郡覚書帳｣ には, 寺本四か
村について ｢寺本四カ村 (寺本郷) の形はのちのちまで温
存された. このように, 中世的な ｢惣｣ 又は ｢郷｣ に類す
る支配形態を残したのは, 尾張領内にあっては, この四カ
村だけであることを特に指摘しておきたい.｣ と述べてい
る. 寺本四か村としてまとまっているのは, 所 三男氏の
解説の通りである.
# 八幡神社の祭礼については 『知多市誌 資料編三』 ｢第二
章 祭礼 第一節 八幡神社の祭礼｣ に詳しい.
$ 『古文書と絵図の語る 村と人々』 伊藤昭正著 知多市歴
史民俗博物館発行の ｢十七 雨乞い祈願に代官所も祈祷料｣
を参照した.
% この雨乞いの記録は ｢伊久智神社｣ のものだけに, 寺院の
記載はないが, あるいは寺院へも雨乞い祈願を行っていた
可能性も考えられる.
日本福祉大学子ども発達学論集 第 3号 2011 年 1 月
― 110 ―
 『東浦町誌 資料編 6 教育・民俗・文化』 の口絵写真・
｢第二四編 民俗 第三章 祭りと芸能｣ 参照
 この史料の説明の中で, ｢亥年｣ は, 天保 10 年と推定され
ている.
 『新編 東浦町誌 本文編』 ｢第九編 民俗 第二節 屋形
と打ち囃子｣ を参照, ここには各地区の屋形が写真付で紹
介されている. なお, 地区名は近世の村名と一致する.
 『新編 東浦町誌 本文編』 ｢第九編 民俗 第四節 馬の
頭と駆馬｣ を参照






















1 貫 180 文
1 貫 008 文
1 貫 808 文
1 貫 350 文
2 貫 233 文




























1 貫 248 文
562 文
300 文


















1 貫 985 文
合計
















1 貫 338 文
金一分 050 文
1 貫 060 文
560 文
1 貫 603 文


















1 貫 189 文










































1 貫 400 文
合計

















































1 貫 280 文
135 文
1 貫 350 文





1 貫 664 文
金一分 1貫 017 文
1 貫 500 文
金一分 1貫 500 文




※ ｢雨乞いデータ｣ は, それぞれの年代の ｢入用敷帳｣ (小島
家文書) により作成した.
※文中の ｢雨請｣ は, ｢入用敷帳｣ には ｢雨請・雨乞｣ の二種
類がつかわれているが, 比較的多くつかわれている ｢雨請｣
に統一表記した.
※文中の ｢寄｣ は, ｢入用敷帳｣ には ｢より・｣ が少しつか
われているが, ｢寄｣ に統一表記した.
※合計は, 筆者が計算したものである.
資料 2 寺本四か村 (堀之内村・廻間村・平井村・中嶋村) 等
の雨乞いデータ























































































































































































































































※文化 14年から文政 9年までは, ｢文化十三年子四月 年代記｣
(知多市歴史民俗博物館蔵) により作成した. これは中島村
庄屋六幣衛が記した年代記である.










年 号 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回
文政 9年 雨乞い 雨乞い 雨乞い 雨乞い
文政 10 年 雨乞い 雨乞い 雨乞い
文政 12 年 雨乞い 雨乞い




















































































































































































































































※ 『新編 東浦町誌 資料編 6 教育・民俗・文化』 ｢2-15 文政 村方雨請覚帳｣ により作成
※資料中の, ｢猿投山｣ は猿投神社に, ｢竜神様・龍神社｣ は龍神に, ｢多度権現・多度大権現｣ は多度神社に, ｢氏神様｣ は氏神に,
｢熱田皇大神宮｣ は熱田神宮に, 統一表記した.
